















一 ブルガーの労作共同体論 と生徒の自己評価を取 り入れた学級形成に焦点をあてて
伊 藤 実歩子
1.は じめ に
本稿 では、戦 間期 オー ス トリアの学校改革 の諸
改革 の中 か ら、 学 級 の労 作 ・生活 共 同 体(Ar-
beits-undLebensgemeinschaft)の形成 に関 す る
取 り組 みを考察 す る。筆 者 はこれ まで、 この学校
改革 におけ るカ リキ ュラムおよび実践 を明 らか に
す るために、 エ ドゥア ル ト ・ブル ガー(Eduard
Burger,1874-1934)の 労 作教 育論 を中心 に考 察
を行 ってきた。 したが って、本稿 はこの流 れの次
に位置つ くものであ る。
このブルガーが総責任者 として取 り組んだのが、
ここで考察す る学級 の労作 ・生活共 同体形成 の実
験的取 り組 みである。 この取 り組 みは、1925年 か
ら1929年 にお いてウ ィー ンの フォルクスシューレ、
ブルガーシュー レ、ハ ウプ トシュー レ、 ゾンダー
シュー レなど、義務教育段階 のあ らゆ る学校種、
また多 くの教員が参加 した非常 に大規模 な もので
あり、1931年 には 『労作 ・生活共同体 としての学
級の実践 と理 論』(PraxisandTheoriederSchul-
klassealsArbeits-andLebensgemeinschaft)と
いう記録 に集約 され た。 戦間期 オース トリアの教
育 改革研究 の中心的人物で あるア ック ス(Oskar
Achs)に よれば、 この間 の ウ ィー ンの学校 改革
の具体 的な姿 が この一冊 によって明 らか になった
とい う1。
戦後、戦 間期 オー ス トリアの労 作学校の動向 を
ま とあた フル トミュラー(CarlFurtmuller)は 、
労作教育 の次 の段階に労作 共同体 の取 り組 みが位
置つ くとして、次 のよ うに述 べて いる。 オース ト
リア第一共和国 での学校 改革 は労 作教 育論 を中心
にす えた教育方法 の改革 であ り、 これを批 判す る





育を指す:引 用者注)は これで終(    つ)わったわけで(   コ  )は




階にあたる3。 したがって、 この取 り組 みを見 る
ことによって、オース トリアにおける学校改革の






















られ るか らであ る4。
なお本稿 は、 筆者 の これ までの研究対象の関係
か ら、 フォル クス シュー レの学校 段階に限定 して




校 も、 もっとよいものに席をゆずるべ き
だという。それはっまり共同体学校への
交代を意味する!ま た、労(.)作学校は教授(.)












































































































































現実か ら目をそ らした理想にすぎないと批判 もさ












































ブルガーは(3)の段階 まで をオース トリアの取 り組
み にお いて実践可能 なもの と想定 して いたと思わ
れ る。
これがた とえばペ ーターゼ ン(PeterPetersen,
1884～1952)の イエナ ・プラ ンな どとは異 なる点
で ある。ペ ーターゼ ンは、上 記(4)のような学年制、
学級制を廃 した共同体形 成 を主張 して いた'7の に
対 して、 ブルガ ーは公教育 の枠組 みに有効 な共 同
体のあ り方 を考察 していた。 そ して これ は後述 す
るように、実際 の改革 の取 り組 みにおいて も有効
性 を発揮 したのであ る。
ところで(3)ま での段階、 すなわち学級 の中で大
小 の グループに分 かれて作業 する とい うことは、
とりたてて特徴 的ではない。 ごくあ りふ れた教授
形式 であろ う。 しか し、 この グループ分 けを労作
共 同体 と呼ぶか ど うかは、 ブルガーに とっては重
要 な問題で はなか った。っ ま り極端 な言 い方 をす
れば、労作学校 の取 り組み の中で行われて いるグ
ループ活動で あるな らば、 それ は労作共同体 と呼










ブルガーのよき理解者であり、 また この取 り
組みの第二 の責任者 であ るシュタイ シュカル








てい る」19。このよ うな当時のモ ンテ ッソー リや ド
ル トン ・プ ランの個人主義教育 に対 して、 オース
トリアの学校改革 は公教育(....)としての共同体(.......)のあ(..)り




ゆえ、われわれは学級(  コ)の基本的( ココ )な組織形




を基本的(   ココ)には変( ロ )えずに、共同体学校(      の   )の実










会合23回 、地区会合8回 、責任者会議2回 、教員































































































善に着 目す る。それは前述 したとおり、評価行為
への生徒の参加、すなわち現在の教育評価からい





と改善(  )」(傍点筆者)が 常にワンセッ トになって
いることである。っまり、ここでの評価は作業の
完成を意味するものではなく、評価を通 して作品
をよりよいものに 「改善」 していくことを意味 し
ている。そ してだか らこそ、教師は生徒をきちん
と指導 しなければな らない、とシaタ イシュカル
は述べる。具体的には、「生徒が評価に参加す る
ことによって、友達を意識的に助けたいと思 うよ
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